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鹿児島県における弥生時代の周溝状遺構に関する基礎的研究
－周溝状遺構の集成と考察－

湯場﨑　辰巳
A Basic study on circumferential grooves relic of Yayoi period in Kagoshima．

Tatsumi Yubazaki

　本稿では，本県の弥生時代の周溝状遺構の基礎的研究として，周溝状遺構と周溝墓を規格・規模などの点から集成・
分類し，その分析・検討を行った。その結果，集中する地域や時期，平面形状，規模が判明し，周溝状遺構と周溝墓の
規格の違いを把握した。また，周溝状遺構の集落内での機能や系譜を考察した。

キーワード　鹿児島県，弥生時代，周溝状遺構，周溝墓

１　はじめに

　弥生時代から中世にかけて，円形 ･方形・半円形・隅
丸方形の平面形を呈した溝が巡る遺構が検出される。こ
れらの溝の内側に，その他の遺構を伴わない場合が多く，
溝が巡る特徴から「周溝状遺構」・「円形周溝」・「方形周
溝」・「周溝遺構」等と呼ばれている。また，周溝状遺構
内からの遺物の出土が少ないこともあり，その機能につ
いては不明な部分が多い。なお，周溝状遺構の内部に土
坑が伴う場合は，「周溝墓」として認識されている。こ
のほか，古墳時代の地下式横穴墓に周溝が伴う例や，中
世の周溝墓が報告されている。
　本稿では，鹿児島県の弥生時代の周溝状遺構と周溝墓
を規格・規模などの点から集成・分類し，その機能や系
譜の検討を行うこととした。

２　研究史

　弥生時代の周溝状遺構の研究としては，片岡宏二氏が
北部九州を中心に集成を行っている。その機能として，
①墓地・墓域説②住居施設説③祭祀関係説の３つを検討
しているが，結論にいたっていない。また，その中で，
九州各県の様相を検討している。鹿児島県は，３遺跡４
つの周溝状遺構を紹介しており，宮崎県の都城や鹿屋市
に集中していることを指摘し，北部九州の影響を受けな
がらも，当地域の独自性による発展を指摘している（片
岡 1989・1991・1994）。

３　集成・分析の方法

　前述もしたが，平面形状が弧状や不明瞭なものも含め，
「周溝状遺構」・「円形周溝」・「方形周溝」・「周溝」等呼
称され，統一されていない。本稿では，呼称を「周溝状

遺構」として統一し，記載することとした。墓域にあり
主体部（墓坑）があるものは「周溝墓」と呼ばれること
が多く，周溝状遺構とは性格がことなるものとして，本
稿で取り扱う。なお，周溝状遺構としたもの中には，周
溝内部に土坑があり，周溝墓の可能性がある遺構もあっ
たが，周溝墓との報告はないものは，周溝状遺構として
取り扱った。
　周溝状遺構の集成にあっては，平成 30年度までに刊
行された鹿児島県の報告書をもとに，弥生時代の周溝状
遺構が報告されている遺跡から抽出した（第１表）。
　集成の内容については，報告書の記載事項をもとに，
平面形状・規模（長軸×短軸）・周溝幅・周溝の深さ・
周溝に伴う遺構を記載した。その他，遺構名は報告書記
載の報告名，形状は報告書のものを基本として記載して
いる。馬蹄形や半円形を呈しているものでも，報告書の
中で明確に円形と分類されているものは円形に含めた。
実測図や報告内容等で明確でないと判断したものについ
ては，不明として記載している。なお，報告書に計測値
の記載がないものは，実測図から計測している。
　横峯遺跡と京ノ峯遺跡は周溝墓と報告されているた
め，第２表で扱うこととした。周溝に関する項目は，基
本的に同じだが，周溝幅については記載がなく，実測図
から計測した。平面形状は，円形と報告されており，円
形として取り扱っている。また，主体部をもつことから，
主体部の平面形状・軸方向・規模・深さを併せて集成し
ている。これらの集成結果をもとに分析を行い，若干の
考察を行った。

４　遺跡の概要と周溝状遺構の報告内容

　周溝状遺構と周溝墓の検出された遺跡の調査概要と報
告内容をまとめた。
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（１）　横峯遺跡
　種子島の西之表市にある標高 80～ 86ｍの急な斜面に
位置している。弥生土器，近世陶磁器が発見されている。
弥生時代では，県内では初の弥生時代の「円形周溝」が
報告されている。中央部に土坑が検出されたことから，
古墳時代の円形周溝と比較・検討したうえで，埋葬施設
の可能性が指摘されている。
（２）　上野原遺跡第２～７地点
　霧島市国分の標高約 260ⅿの通称上野原台地に立地す
る。遺跡は 10の地点からなり，縄文時代から中世まで
連綿と続く複合遺跡である。このうち，２～７地点は台
地の北側に位置している。発掘調査の結果，縄文時代早
期・前期・後期・晩期や弥生時代・古墳時代・古代・中
世・近世に渡る遺構・遺物が発見されている。弥生時代
では，竪穴住居跡５軒，掘立柱建物跡２棟，周溝状遺構
３基，環状遺構 44基，柵列 82列，杭跡多数や前期～後
期の土器，磨製石鏃，竪穴住居跡からは鉄鏃が報告され
ている。
　「周溝状遺構」については，事実記載のみである。
（３）　加治木堀遺跡　
　曽於郡大崎町の標高約 200ｍのシラス台地中央部に位
置している。調査の結果，縄文時代早期・古墳時代の遺
物や縄文時代中期・弥生時代・中世の遺構・遺物が発見
されている。弥生時代では，竪穴住居跡１棟，円形周溝
２基や山ノ口式土器，砥石が報告されている。周溝状遺
構は「円形周溝」と報告され，馬蹄形や不明な形状を呈
しているが，本来は円形であると推定している。機能は
不明と報告されている。
（４）　前畑遺跡
　鹿屋市郷之原町の標高約 70ｍの広大なシラス台地の
ほぼ中央部に位置している。縄文時代早期から近世・現
代まで，長期にわたる複合遺跡である。弥生時代の遺構・
遺物は，中期末から後期初頭にかけて位置づけられるも
のである。遺構は，竪穴住居跡３軒，掘立柱建物跡８棟，
円形周溝１基，溝状遺構３条が検出された。土器は，山
ノ口式土器を中心として，須玖Ⅱ式土器に属する土器や
瀬戸内系の矢羽根透かしの高坏など，移入系土器が発見
され，石器は磨製石鏃や扁平打製石斧・磨石・砥石など
が報告されている。
　周溝状遺構は「円形周溝遺構」と報告され，円形周溝
→３号掘立柱建物→２号掘立柱建物と詳細に構築関係が
検討されている。
（４）　中ノ丸遺跡
　鹿屋市大浦町の標高 70ⅿのシラス台地北東端に位置
している。昭和 60年と平成 16年度に調査されており，
弥生時代を主体とする遺跡で，ほかに縄文時代の遺物や
近世の掘立柱建物跡，集石土坑などが発見されている。
弥生時代では，中期末から後期初頭の遺構・遺物が発見

され，遺構は竪穴住居跡５軒，掘立柱建物跡１棟，円形
周溝３基等がある。遺物は，山ノ口式土器や，磨製石鏃，
凹石，砥石などの石器が出土した。
　周溝状遺構は「円形周溝」と報告され，王子遺跡との
類似性とその形状の特殊性を述べているが，埋葬施設や
祭祀を示す遺物がないことから，機能は不明としている。
（６）　田原迫ノ上遺跡
　鹿屋市串良町，標高約 117ｍの笠野原台地北東部の縁
辺部に位置している。縄文時代早期から近世にかけての
複合遺跡である。弥生時代の遺構は，竪穴住居跡 31軒，
掘立柱建物跡 40棟，円形・方形周溝 12基，土坑 25基，
柱穴列６列が発見されている。山ノ口式土器，擬凹線系
壺，磨製石鏃，砥石，土製勾玉，土製加工品など，多く
の遺物も報告されており，県内最大級の集落遺跡である。
（７）　王子遺跡
　鹿屋市王子町の標高約 72ⅿの笠野原台地北西縁辺部
に位置している。縄文時代早期と弥生時代の遺構・遺物
が確認され，そのほとんどの範囲が弥生時代中期末から
後期初頭にかけての大規模な集落跡である。弥生時代
の遺構では，竪穴住居跡 27軒，掘立柱建物跡 14棟（棟
持柱をもつもの６棟，掘立柱に土坑を伴うもの２棟を
含む），土坑４基，溝状遺構２条などが検出されている。
遺物は , 山ノ口式土器を中心に，須玖式土器や下城式土
器などが出土している。また，凹線文をもつ土器や，瀬
戸内系土器も出土している。
　周溝状遺構は「23号住居」と関連して報告され，特
殊な遺構であると捉えられている。
（８）　井手上Ａ遺跡
　志布志市有明町の菱田川と安楽川に挟まれた河岸段丘
状の台地にあり，標高約 80ｍの第二段丘面に位置して
いる。弥生時代では，竪穴建物跡５基，方形周溝２基（１
基は竪穴建物），土器埋設遺構１基などが報告されてい
る。遺物は，前期末～後期末にかけての土器が出土して
いる。
　周溝状遺構は「方形周溝」と報告され，事実記載のみ
である。
（９）　京ノ峯遺跡
　志布志市松山町の標高約 165～ 170ｍの独立丘陵，西
端に位置する。縄文時代前期から弥生時代，古墳時代，
中世にわたる複合遺跡である。弥生時代の円形周溝墓
20基と方形周溝墓が２基，祭祀に使用したと思われる
土坑が２基，古墳時代の地下式横穴墓が８基，また，中
世のものと考えられる方形周溝墓が２基発見されてい
る。
　周溝状遺構はなく，「周溝墓」と報告されている。そ
の特徴として以下の６つの点がまとめられている。
　①墳丘をもたないこと。
　②陸橋部がないこと。
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　③１条の周溝に対して，１基の主体部であること。
　④周溝内部に火山灰が認められること。
　
⑤主体部及び周溝内に副葬品を伴わないこと。
　⑥周溝墓が互いに切り合わないこと。

告はない。また，周溝状遺構内からは，まとまった遺物
の出土はなく，流れ込みと判断される。
　周溝状遺構のある位置は，集落内の各箇所に発見され
ており，規則性は見いだせなかった。
　ここからは，円形を呈する周溝状遺構，方形を呈する
周溝状遺構，周溝墓について分けて分析する。
（２）　円形を呈する周溝状遺構
　規模は，長軸で見ると最小のものが上野原遺跡２号周
溝状遺構（第２図 -２）で 220㎝，最大のものは，田原
迫ノ上遺跡円形周溝２号（第３図 -13・実測図は弧状）
の 520㎝である。実測図が円形で報告されているもので
は，田原迫ノ上遺跡円形周溝７号（第３図 -11）の 440
㎝である。概ね 300～ 450㎝に収まるものが多い。
　周溝幅と深さは，遺構の検出面で大きな違いがあるた
め，構築時の様相を示しているとはいえないが，分析を
行いたい。
　周溝幅は中ノ丸遺跡円形周溝１号（第２図 -７）が
一番狭く 18～ 25㎝，最大のものは田原迫ノ上遺跡円形
周溝２号の 64㎝である。周溝の深さは，浅いものは加
治木堀遺跡円形周溝２号（第２図 -４）の 6で，最大の
ものは円形では，田原迫ノ上遺跡円形周溝７号の 75㎝，
形状不明の周溝状遺構を含めると，田原迫ノ上遺跡円形
周溝 10号（第４図 -22・調査区外に伸びているが，円形
の可能性が高い）の 111㎝である。調査時には，池田火
山灰やアカホヤ火山灰上層での検出数が多いため，幅は
30～ 50㎝，深さは 20～ 40㎝が多い印象だが，幅が 50㎝，
深さが 100㎝を超える周溝状遺構があることは注意を払
う必要があろう。
　円形として分類したが，特徴のある周溝状遺構が報告
されている。１つが田原迫ノ上遺跡円形周溝３号（第３
図 -10）である。内側に 410× 340㎝の円形周溝が巡り，
その外側の南北に弧状の周溝が巡る，二重円形周溝状遺
構である。２つ目が王子遺跡 23号住居跡（第２図 -９）
である。竪穴住居跡の床面に円形周溝状遺構が発見され
ている。新旧関係の記載がないため，不明な部分がある
が，柱穴が周溝状遺構を切っており，住居跡と周溝状遺
構の埋土に違いがある。円形周溝状遺構が古く，その後
に形状に合わせて住居が構築された可能性がある。
　なお，今回不明としたものが５基あるが，いずれも円
　形の可能性が高いと考えている。
（３）方形を呈する周溝状遺構
　方形を呈する周溝状遺構は，田原迫ノ上遺跡の方形周
溝（第４図 -17）と井手上Ａ遺跡の方形周溝２（第４図
-18）である（方形周溝１は竪穴住居と報告されている）。
　田原迫ノ上遺跡の方形周溝は，長軸 720×短軸 450㎝
で，円形を呈する周溝状遺構より一回り大きい。井手上
Ａ遺跡は，長軸 275×短軸 224㎝と一回り小さい。現時
点では，方形を呈する周溝状遺構の詳細は不明である。

５　分析

（１）　周溝状遺構について
　周溝状遺構は計７遺跡 23基の報告を集成した（第１
図２～８）。時期は，弥生時代中期後葉～後期初頭（山
ノ口Ⅱ式土器）である。
　弥生時代の周溝状遺構の平面形状は，円形と方形で，
平面形状の内訳は，円形 16基，方形２基，不明５基で
ある。そのほとんどは，円形を基調とすることが分かる。
なお，平面形が半円形や馬蹄形を呈していても，削平や
攪乱により周溝が検出できなかったとされており，もと
もとは円形であったと判断している遺跡が多い。そのた
め，今回の集成では円形とした。
　円の形は，楕円形になるものは少なく，正円を意識し
ており，陸橋部を検出できた類例はないため，出入り口
はないと考えられる。周溝状遺構に伴う別の遺構は，土
坑や柱穴が報告されている。しかし，同時期性を示す報
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●

第１図　各遺跡位置図
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（４）周溝墓について
　京ノ峯遺跡では，22基の周溝墓が報告されている。
そのうち 20基が円形周溝墓，２基が方形周溝墓と報告
されている。
　実測図から円形周溝墓の内訳を検討すると，完全に円
形を呈しているものは４基，半円形ものもが 11基，弧
状のものが５基である。報告書では，半円形・弧状のも
のは，地形や削平の影響により，周溝が検出できなかっ
たが，円形の可能性が高いと判断されている。
　完全に円形を呈している４基の規模は，径が 300～
400㎝，周溝幅が 160～ 200㎝，深さが 30～ 70㎝である。
周溝状遺構と比較すると幅が２倍近くあることが分か
る。方形周溝墓についても，同様で周溝幅が広い。
　各遺跡で検出面の違いがあり，単純に比較はできない
が，周溝状遺構と周溝墓の違いは，周溝墓の方が，径が
大きく，周溝幅が広いことに違いを見い出すことができ
る。
　もう一点の違いは，周溝墓は主体部をもつことである。
周溝１条に対して，１基の主体部である。主体部の平面
形状はすべて方形と呈し，規模の平均値は長軸 187×短
軸 53㎝，深さ 40㎝である。最小のものは，４号方形周
溝墓（第５図 -28）の 140× 60㎝，最大のものは 13号
円形周溝墓（第５図 -26）の 240× 70㎝である。軸方向
は17基が東西方向で，方位の規則性があることが窺える。
　報告書と重なる部分もあるが，遺構配置図（第６図）
から考察を行うこととする。
　丘陵の頂上（標高約 170ｍ）に，13号円形周溝墓を頂
点として，丘陵北側に周溝墓が配置される。３号方形周
溝墓だけが遺跡北西側に位置している。列状になる配置
や，周溝に複数の主体部が配置される様相は見られない。
　竪穴住居跡や掘立柱建物跡がないことから，墓域と生
活域が明確に区分されている。古墳時代とされる地下式
横穴墓との切り合いはあるが周溝墓間での切り合い関係
がないため，規則的あるいは，比較的短期間に構築され
た墓域と推測される。円形周溝墓と方形周溝墓の違いを
遺構配置から見い出すことはできなかった。
　なお，横峯遺跡の円形周溝墓は，保存のために完掘さ
れておらず，詳細は不明であるが，径が 600㎝，周溝幅
100㎝で，周溝状遺構より規模大きく，主体部に土坑が
伴うことから，報告にあるように，周溝墓の可能性が高
いと考えられる。

６　まとめ

　周溝状遺構と周溝墓について分析を行ったが，判明し
たことをまとめておきたい。
・周溝状遺構は，大隅半島のみで検出されている。
・ 周溝状遺構の時期は，弥生時代中期後葉～後期初頭（山
ノ口Ⅱ式土器）である。

・周溝状遺構は，円形と方形の２分類のみで，そのほと
んどが円形である。
・現在のところ明確に陸橋部を示す周溝状遺構はなく，
伴う遺構や，まとまった遺物の出土の報告もない。・周
溝墓と周溝状遺構の規模を比較した場合，周溝墓の方が
周溝の径が大きく，周溝幅が広い。
　さらに，その機能や系譜等について考察を行したい。
　周溝状遺構は集落内で検出されており，基本は竪穴住
居跡・掘立柱建物・周溝状遺構がセットで発見される遺
跡が多い（７遺跡中５遺跡）。当時の集落の基本的な施
設と考えるべきであろう。その機能は，明確な報告はな
いため不明だが，正円を意識した造りなっていること
や，京ノ峯遺跡では円形周溝墓として機能していること
から，円が特別な意味をもっていたと考える。そのため，
住居施設や家畜等を飼育するための施設ではなく，祭祀
等を意識した施設であろう。ただし，前畑遺跡や田原迫
ノ上遺跡，王子遺跡では，周溝状遺構に切り合って，掘
立柱建物跡や竪穴住居跡が構築されており，遺物の出土
も少ないことから，単発的で比較的生活に密着した祭祀
の場であった可能性がある。
　次に系譜について検討したい。周溝状遺構は，大隅半
島に発見される。当該時期の掘立柱建物跡も大隅半島の
みで発見されていることから，同じような傾向を示す（湯
場﨑 2018）。池畑耕一氏は，南九州における掘立柱建物
跡は弥生時代中期後半に限られることから，「倭国大乱」
の際に，瀬戸内から逃れた人々により建造されたものと
述べている（池畑 1992）。各遺跡から，瀬戸内系土器が
出土していることや，愛媛県文京遺跡からは南部九州系
の土器（山ノ口式土器）の出土が報告されている。これ
らのことから，相互交流があったと考えられる。今後は，
当該時期の瀬戸内や宮崎県，熊本県の検討を行い，その
系譜をさらに探る必要があろう。
　弥生時代の周溝墓は，曽於郡大崎町永吉天神段遺跡で
も，発見されている。今年度報告書刊行予定のため，詳

写真１　永吉天神段遺跡円形周溝墓
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細は不明だが，少し触れおきたい。
　標高約 50ｍの微高地最頂部に周溝墓１基があり，南
西方向へ，概ね列状に多数の土坑墓が検出されている。
京ノ峯遺跡では，同一の周溝墓の集まりであるが，永吉
天神段遺跡の場合，１基の周溝墓を頂点として，複数の
種類の土坑墓が分布し，階層的な要素が見られる。報告
書刊行により，当該時期の墓域の研究が進むことを期待
したい。（湯場崎 2014，隈元 2018）
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８：中ノ丸遺跡　円形周溝２号

２：上野原遺跡　２号周溝状遺構 ３：上野原遺跡　３号周溝状遺構

４：加治木堀遺跡　円形周溝２号

１：上野原遺跡　1号周溝状遺構

５：前畑遺跡　円形周溝遺構

６：中ノ丸遺跡　円形周溝状遺構 ７：中ノ丸遺跡　円形周溝１号

９：王子遺跡　23 号住居跡　
第２図　１～９（円形）縮尺任意
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10：田原迫ノ上遺跡　円形周溝３号

14：田原迫ノ上遺跡　円形周溝１号 15：田原迫ノ上遺跡　円形周溝 4号

12：田原迫ノ上遺跡　円形周溝５号　 13：田原迫ノ上遺跡　円形周溝２号

11：田原迫ノ上遺跡　円形周溝７号　

16：田原迫ノ上遺跡　円形周溝９号　

第３図　10 ～ 16（円形）縮尺任意

 -57-



23：田原迫ノ上遺跡　円形周溝 11 号　

21：田原迫ノ上遺跡　円形周溝８号

22：田原迫ノ上遺跡　円形周溝 10 号　

19：加治木掘遺跡　周溝周溝１号 20：田原迫ノ上遺跡　円形周溝６号　

17：田原迫ノ上遺跡　方形周溝 18：井手上 A遺跡遺跡　方形周溝 2

第４図　17 と１８（方形）・19 ～ 23（不明）
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24：京ノ峯遺跡　３号円形周溝墓　

27：京ノ峯遺跡　３号方形周溝墓

25：京ノ峯遺跡　10 号円形周溝墓　

26：京ノ峯遺跡　13 号円形周溝墓　

29：横峯遺跡　円形周溝遺構28：京ノ峯遺跡　４号方形周溝墓
第５図　24 ～ 29（周溝墓）任意縮尺
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